
１０月７日（金）、村上市総合文化会館にて「第１回猿沢

地域まちづくり協議会設立準備会」を開催しました。

この準備会は、猿沢地域にまちづくり組織を設立するため、
各集落から集まった委員３４名で構成されます。

会議では、準備会の規約、今後のスケジュールを決定した
後、委員の中から役員９名が選出され、会長には佐藤和衛さ

ん（鵜渡路）が選任されました。

現在は、月１～２回程度の懇談会を開催しており、来年4
月の協議会設立を目指します。
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「猿沢地域まちづくり協議会設立準備会」がスタート！

準
備
会
発
足
ま
で
の
経
緯

と
発
起
人
会
の
取
り
組
み

猿
沢
地
域
で
は
、
各
集
落
の
区
長
さ
ん
が

発
起
人
と
な
り
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立

に
向
け
、
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
経
緯
は
次
の
通
り
で
す
。

5月

31日
(
水
)
■
第
１
回
発
起
人
会

ま
ち
づ
く
り
組
織
設
立
に
向
け
た

話
し
合
い
を
始
め
る

6月

22日
(
水
)
■
第

2回
発
起
人
会

市
担
当
職
員
に
よ
る
集
落
聞
き
取

り
調
査
報
告
、
地
域
説
明
会
の
打

合
せ

7月

15日
(
金
)
■
ま
ち
づ
く
り
説
明
会

猿
沢
地
域
の
住
民
を
対
象
に
「
地

域
の
元
気
づ
く
り
」
の
考
え
方
を

説
明
（
参
加
者

63名
）

8月

3日
(
水
)
■
第

3回
発
起
人
会

準
備
会
の
役
割
、
準
備
委
員
の
選

出
方
法
（
区
長
推
薦
）
を
確
認

9月

2日
(
金
)
■
第

4回
発
起
人
会

準
備
会
の
規
約
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

案
を
検
討
、
準
備
委
員
を
決
定

9月

26日
(
月
)
■
準
備
委
員
代
表
者
打
合
せ

集
落
代
表
準
備
委
員
（

9名
）
と

準
備
会
に
向
け
た
事
前
協
議

10月

7日
(
金
)
■
第

1回
準
備
会

委
員

34名
に
よ
る
準
備
会
が
ス

タ
ー
ト
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「「「「パートナーパートナーパートナーパートナー」」」」

平成２３年１２月 １日発行第２号第２号

準備会の会長に選任された

佐藤和衛さん（鵜渡路）

種類種類種類種類 日時会場日時会場日時会場日時会場 内容内容内容内容

第１回

（終了）

日時■１０月７日（金）

午後７時～
会場■文化会館

◆全体会議

規約、スケジュール、役員選出

第２回

（終了）

日時■１０月２６日（水）

午後７時～
会場■朝日支所

◆懇談会（１回目）

「住民主体で取り組むまちづくりの目的
（理念）」

第３回

（終了）

日時■１１月１５日（火）

午後７時～
会場■朝日支所

◆懇談会（２回目）

「猿沢地域のよいところ、気になるとこ
ろ」

第４回

（終了）

日時■１１月３０日（水）

午後７時～
会場■朝日支所

◆懇談会（３回目）

「わたしが目指す地域の将来像」

第５回

日時■１２月１４日（水）

午後７時～
会場■朝日支所

◆懇談会（４回目）

「将来像を実現するための具体策」

第６回
日時■ １月 日（ ）

午後 時～
会場■朝日支所

◆懇談会（５回目）

具体策を実現するための「推進体制」
「事業計画」「予算」（案）の検討

第７回

日時■ ２月 日（ ）

午後 時～
会場■朝日支所

◆懇談会（６回目）

総会に向けた「まちづくり計画」「協議会
の組織体制」「事業計画」「役員」案の
決定

総会

日時■ ３月 日（ ）

午後 時～
会場■

◆設立総会

総会で承認を受ける。
※終了後、市へ設置届けを提出

準備会のスケジュール

第１回まちづくり準備会の様子

（１０月７日）
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１０月２６日（水）午後７時から、朝日支所第１会議室にて「第２回まちづくり準備会」

を開き、ワークショップ形式による懇談会を行ないました。今回のテーマである「猿沢地域
をどのような地域にしたいか」について、４～５人のグループに分かれ、それぞれの意見を

出し合いました。

まちづくりの目的（理念）について意見交換

それぞれの意見をカードに
書き、模造紙に貼って分類

分類した項目にタイトルを
付け、さらにグループの理
念を集約し、

最後にグループでまとめた
意見を発表しました。

参加したみなさんの 感想

少人数のワークショッ

プは、自分の意見を言
いやすいので、とても楽
しく参加出来ました

元気づくりの方向

性がどんな風に決
まっていくのか、この
先が楽しみです

子供からお年寄りま

でだれでも参加できる
ことを考えていること
が分かりました

年齢の違うみんなと話

し合えることが出来てよ
かった

ほかの集落の人

と意見を交わせて
とてもよかった

参加した人たちは似

たような思い、同じよう
な気持ちあってホッとし
ました

自分が住んでいる地域

のことをこんなに考えた
事がなかったので良かっ
た

初めてということも

あり、思ったような意
見を書けなかった

以外にこうしたいと

いう考えが浮かばず残
念だった

１班

２班

３班

４班

５班

６班

日東道を活かした観光農園の地域

にしたい

若い人が中心になって活気のある

まちづくり

イベントを行って地域交流を深める

笑顔あふれる地域にしよう

地域内外の交流の場をつくり地域

の宝物を活かしたい

人が住みたくなるような明るい地

域にしたい

まずは誕生日の順でグルー
プを決め、テーブルに分か
れて自己紹介
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１１月１５日（火）午後７時から、朝日支所第１会議室にて「第３回まちづくり準備会」

を開きました。今回の内容は、前回の懇談会で意見交換をした「まちづくりの目的（理
念）」の確認と、ワークショップ形式による２回目の懇談会です。

はじめに、まちづくりの目的（理念）を確認しました。前回の懇談会で出された１２１の

意見を１４項目に分け、次に大きく４つの項目にまとめ、さらにポイントを絞り込み、ひと
つにまとめた結果が下のイメージ図です。

①「まちづくりの目的（理念）」を確認

これからは「「「「豊豊豊豊かなかなかなかな環境環境環境環境をををを守守守守りりりり、、、、みんなのみんなのみんなのみんなの生生生生きがいきがいきがいきがい

をををを生生生生みみみみ出出出出すすすす活力活力活力活力あるあるあるある地域地域地域地域をををを創創創創るるるる」」」」を目標とし、地域の

元気づくりを考えて行きます。
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よいところ

よいところ悪いとこ

ろをみんなで話し
合うと、方向性が
見えて来た気がす
る。

②猿沢地域は今どのような状況なのか

続いて、ワークショップ形式による２回目の懇談会を行ないました。今回のテーマは「猿

沢地域のよいところ、気になるところ」です。今、猿沢地域がどのような状況なのかを、事
実に基づいて書き出しました。よいところが９５、気になるところが６２、全部で１５７の

意見が出されました。

同じアメ玉を選んだ人でグ
ループをつくり、テーブルに
分かれて自己紹介

みなさんが日ごろ感じている
ことをカードに書き、分類し
て集約

最後に発表者以外の人から感
想をのべてもらいました。
（前回もそうでした）

それぞれグループごとにまと
めた意見を発表しました。

気になるところ

災害などなく住みやすい
国道７号線の交通量が増え、横断
が心配である

道の駅、温泉、高速道路のインター
チェンジがあり利便性が良い

食料品を売っているところが近くに
なく、高齢者が住みにくい

集落ごとによる共同作業や助け合
いの仕組みがある

野菜直売所があり、みんな笑顔で
出荷している

地域全体の敬老会をしてもらってと
てもうれしい

都会と違いとなり近所との交流が
ある

みどりの里には他所から多くの人
が集まりとてもにぎやかである

道路脇に花が植えられていて、車
で通ると気持ちがいい

山では山菜、川ではマス・アユ・サ
ケが獲れる

集落に歴史があり、行事や伝統が
引き継がれている

郷土史の調査をして、後世に伝承
している集落がある

空き家が増えている

働く場所がなく、若者が少なく集落
の将来が心配だ

子供がいない、婿（嫁）さんがいな
い

一人暮らしの世帯が多くなった

農業を引き継ぐ人がいない

若い人たちが集落の行事に参加し
てくれない

同じ集落でもあいさつがなっていな
い

豚舎や鶏舎からのニオイが気なる

名所や旧跡の良さを知らない人が
多い

◆
準
備
委
員
は
、
集
落
や
年
齢

も
違
え
ば
考
え
方
も
違
い
、
旧

知
の
仲
だ
っ
た
り
、
初
対
面

だ
っ
た
り
し
ま
す
。
全
員
の
共

通
点
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
こ

れ
か
ら
先
も
猿
沢
地
域
に
住
み

続
け
、
同
じ
未
来
を
生
き
る
こ

と
で
す
。
◆
以
前
は
、
地
域
の

人
か
ら
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
っ
て
何
を
す
る
の
？
」
と
よ

く
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
最
近
は

「
ど
こ
ま
で
進
ん
で
る
？
」
「
準

備
委
員
っ
て
何
を
し
て
る

の
？
」
と
い
う
具
合
に
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
◆
準
備
会
の
活
動

開
始
か
ら
２
ヶ
月
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
よ
う
や
く
ま

ち
づ
く
り
通
信
第
２
号
を
発
行

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今

後
も
、
読
み
や
す
さ
と
、
写
真

を
た
く
さ
ん
使
う
こ
と
を
心
掛

け
、
み
ん
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問題点は多いと思

うが、良いところを
伸ばしていくことで、
少しでも地域が元
気になればと思う。
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